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Ⅴ-3-3-5-1-2-2-3 管の強度計算書（可搬型） 
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(1) 管の強度計算書（可搬型）（完成品を除く） 

(2) 管の強度計算書（可搬型）（完成品として一般産業品の規格及び基準へ

の適合性確認結果） 
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(1) 管の強度計算書（可搬型）（完成品を除く） 
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1. 概要 

本資料は中央制御室待避室陽圧化換気空調系のうち，完成品を除く重大事故等クラス３管の強度評

価について示すものである。 

 

2. 評価方針 

完成品を除く重大事故等クラス３管は設計・建設規格の耐圧設計(PPD-3400)で考慮されている裕度

を参考にしつつ，実条件を踏まえた耐圧試験により評価を実施する。 

なお，設計・建設規格のクラス３管の規定では，設計許容応力以下となる必要板厚は，最高使用  

圧力を条件として評価式により求めており，設計許容応力は降伏点に対して 8分の 5を基準にしてい 

ることから，降伏点に対する安全率は 1.6 となる。また，設計・建設規格のクラス３機器の最高許容

耐圧試験圧力は機器の応力制限（降伏点）を基に定められており，耐圧試験（PHT-2300）では，耐圧

試験圧力は最高使用圧力の 1.5 倍（気圧の場合は 1.25 倍）の 106％を超えないこととしている。 

 

3. 評価部位 

本資料における強度評価は，中央制御室待避室陽圧化装置（空気ボンベ）（6,7 号機共用）と常設配

管を接続する中央制御室待避室陽圧化装置（配管）ボンベ接続管（6,7 号機共用）（以下「ボンベ接続

管」という。）について実施する。 

常設配管とボンベ接続管はねじ込み継手により接続される。また，ねじ込み継手の強度評価につい

てはボンベ接続管の耐圧試験に併せて確認を実施している。 

 

4. 使用材料 

  使用材料は設計・建設規格で規定されるクラス３配管の材料を用いる。 

ボンベ接続管の使用材料については以下のとおり。 

 ボンベ接続管     C1220T 
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5. 耐圧試験結果 

設備区分        放射線管理施設      換気設備 

名     称 
最高使用圧力 

(MPa) 

耐圧試験圧力 

(MPa) 
耐圧試験倍率 耐圧試験結果 評    価 

中央制御室待避室陽圧化装置（配管）ボンベ接続管（6,7

号機共用） 
15.00＊1 18.75＊2 1.25 良 適合 

 注記＊1 ：重大事故等時における使用時の値。 

 ＊2 ：気圧による。 
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(2) 管の強度計算書（可搬型）（完成品として一般産業品の規格及び基準へ

の適合性確認結果） 
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  一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準）（中央制御室待避室陽圧化装置（配管）1.25m 高圧ホース（6,7 号機共用）） 

 Ⅰ. 重大事故等クラス３機器の使用目的及び使用環境，材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度(℃) 

高圧ホース 

空気ボンベより中央制御室待避室へ空

気を供給するホースとして使用するこ

とを目的とする。使用環境として，屋内

で空気を供給する。 

（内面） 

PTFE 

（外面） 

SUS304 

15.0＊ 40＊ 

 注記＊：重大事故等時における使用時の値を示す。 

 

 Ⅱ.  メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度(℃) 規格及び基準に基づく試験 

テフロンホース 

高耐熱，高耐圧性能で気密性を有し，原

子力産業に対応したホースとして使用

することを目的とする。使用環境とし

て，屋内外で空気をはじめとする種々の

流体を供給することを想定している。 

（内面） 

PTFE 

（外面） 

SUS304 

15.0 40 

耐 圧 試 験 （ 試 験 圧 力 ：

18.75MPa，試験保持時間：10

分間）を実施 

 

 Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

 当該ホースは，重大事故等時に空気供給用のホースとして屋内で使用される。一方，本メーカ規格及び基準は，原子力産業に対応したホースとして使用するこ

とを目的とした一般産業品に対する規格であり，屋内外で空気をはじめとする種々の流体に対して使用することを想定している。重大事故等時における当該ホー

スの使用目的及び使用環境は，本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b-2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較） 

 当該ホースに使用されている材料は，耐透過性に優れたフッ素樹脂の外面を設計・建設規格クラス３管に使用可能であると規定されているステンレス鋼材と同

種類の材料で補強している。 

 当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり，設計・建設規格 PHT-2312及びPHT-4000で規定されている気体による耐圧試験（試

験圧力：最高使用圧力×1.25倍，試験保持時間：10分間）と同等の試験条件の耐圧試験に合格していることを検査成績書等により確認できる。なお，設計・建設

規格のクラス３機器の最高許容耐圧試験圧力は機器の応力制限（降伏点）を基に定められており，耐圧試験の規定では，耐圧試験圧力は最高使用圧力の1.25倍の

106％を超えない圧力としている。一方，設計・建設規格のクラス３機器の設計許容応力は降伏点に対して5/8を基準にしており，この設計許容応力以下となる必

要板厚は，最高使用圧力を条件として評価式により求めている。よって，設計・建設規格 PHT-2312で規定されている耐圧試験と同等の試験条件の耐圧試験に合

格することで，メーカ規格及び基準の設計が設計・建設規格と同等の裕度を有しているとみなせるため，当該ホースは要求される強度を有している。
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 Ⅳ. 評価結果 

    上記の重大事故等クラス３機器は，一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し，使用材料の特性を踏まえた上で，重大事故等時における使用圧力及び使用温度が 

   負荷された状態において要求される強度を有している。 

 

 


